





































































の収容所があったという（Vivancos et al 19871-6, 












































を 探 ろ う と い う 試 み（Smith & Derry 19102-1-4，
M ø l l e r - C h r i s t e n s e n  &  H u g h e s  1 9 6 6 2 - 1 - 5，

























ン 語 の 言 葉 と し て，「 フ ェ ニ キ ア 病（φοινικίη 
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病 *2-2)（ἐλεφαντίασιν，elephantiasis，elephas 























































































いうわけではない。Journal of Tropical Medicine 
and Hygiene 40 巻（1937）の Leading article2-1-17 に
よれば，1928 年にアレクサンドリア近くのベヘラ




年に同診療所に入院施設，1930 年から 1931 年に
かけて下エジプトと上エジプトにさらに計 4 つの
外来診療所，1933 年にカイロ近郊に Abu Zaabal
療養所が設置されたという。現在同療養所に隣接










　 な お ハ ン セ ン 病 者 を 扱 っ た 映 画 と し て


































Ahmed Ben Miled（1980/2012）2-3-1，Nouri et al









































































の文献がいくつかあり（Gemy & Raynaud 18972-4-1，
Montpellier 19182-4-2，Raynaud 19252-4-3），当時は病
者がいたようであるが，現在はほとんどいないよ


























jdam（Marie 19352-5-1）ないし zdam（Harrell 19662-5-2）
という。いっぽうベルベル語で「lèpre ハンセン病」
にあたる語は存在しないという（Ministère de la 









Bulletin de L’Institut D’Hygiène du Maroc にて知る
ことができる。以下に，主にモロッコ保健省



















と い う。 マ ラ ケ シ ュ の も の は ド ゥ カ ラ
（Doukkala）門の近く，フェズのものは墓地と
ギ ッ サ（Guissa） 門 の 間 に あ っ た。Lambert
（1868）2-5-9 が残したマラケシュの地図（図 1）
にはその一画が描かれている。
❖ マラケシュの 7 聖人の一人スィーディー・ユー

































❖  1952 年にカサブランカに国立ハンセン病セン




1913 年設立の lazaret があった）。国内に分散す
る 15 個所の施設（Service Regional de la Lepre: 




























sàahí な い し sàafi， 同 病 者 は sàahìnté と い う
（Ousmane Moussa Diagana 20112-6-1）。
　ハンセン病の現状に関するものとしては，政府
による発表と，援助機関であるマルタ騎士団によ
る記事（たとえば，Sovereign Military Hospitaller 






























































































（Mohareb et al 19923-2-2）。これまたほかの地域で
はどうであったのかわからない。





















































































*2-3 ）Bulletin de la Léproserie de Neshu El Bahari 
(Behera) ET DU SERVICE DES LÉPREUX, 
SOIGNÉS A LA CONSULTATION EXTERNE DE 
L’HOPITAL DE LA COMMUNAUTÉ HELLÉNIQUE 
D’ALEXANDRIE という雑誌が発行されていたこ
とから，Neshu El Bahari 療養所とアレクサンド
リア・ギリシャ病院との間には何らかのつなが
りがあったと推察される。一方，両者と，カイ
ロの診療所や Abu Zaabal 療養所との関係はよく
わからない。エジプトにおける，アレクサンド
リアのギリシャ人社会の特殊な位置が関係して







lepra に由来する lèpre が広く用いられる。また
特 に 中 世 に お い て は， 聖 書 中 の 人 物 ラ ザ ロ
Lazarus に由来する ladrie，また「哀れ」を意味
するラテン語の名詞 miser に由来する mesellerie




は，Lazarus に由来する ladre（Lazarus > lasdre > 
ladre と変化），「哀れな人」を意味するラテン語
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味深い。同病を直接指す lèpre や ladrie に由来す
る語が避けられた可能性もあろう。そのほかか
つては，ベネチアの Santa Maria di Nazareth 島（同
名の教会があったことからこう呼ばれる）に建
てられた隔離施設が，現地ベネチア人によって







léproserie にあたる leprosarium のほかに，フラ
ンス語の ladre にあたる lazar という語を用いた
lazar house（lazar を収容する施設）という言い
回しもあった。lazar house と lazaret は，綴りの
上では似ているが，成り立ちはまったく異なる
語のようである。
*2-5 ）ラテン文字化すると hara ないし harrah あるい
は harat，一画や居住区や共同体を示すアラビア
語で，「街区」と訳されることがある。たとえば
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Leprosy-affected persons in North Africa:
A literature review
YOSHIFUMI WAKABAYASHI
School of Social Information Studies, Otsuma Women’s University
Abstract
I carried out a literature review as to how leprosy has been viewed and how the leprosy-affected 
persons have been dealt with in North Africa. It is found out that the literature concerned are 
scarce. So it is considered that the basic psychosocial research and health education research 
targeting the affected persons, their families, and medical and health care workers involved with 
them are needed. 
Key Words（キーワード）
Leprosy（ハンセン病），Hansenʼs disease（ハンセン病），North Africa（北部アフリカ），Maghreb 
（マグレブ），Literature review（文献綜述）
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